
【裏面もあります！】
■アジアとの交流推進
■県内高校を積極支援

フードバンク活動の普及・促進を提案！ 福岡県議会議員

福岡発！ただいま
政治刷新中！

第４７号
２０１８年５月発行

員
４
人
以
上
の
食
品
製
造
事

業
所
が
１
０
０
０
を
超
え
る

中
、
県
と
し
て
フ
ー
ド
バ
ン

ク
団
体
に
食
品
を
提
供
す
る

協
力
事
業
者
と
し
て
開
拓
で

き
て
い
た
の
が
42
事
業
者
、

県
に
よ
る
開
拓
以
外
の
協
力

事
業
者
を
合
わ
せ
て
も
延
べ

１
３
７
事
業
者
に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
私

か
ら
小
川
洋
知
事
に
対
し
、

協
力
事
業
者
の
開
拓
を
一
層

進
め
る
よ
う
に
提
案
。
県
は

昨
年
12
月
に
食
品
の
品
質
保

証
に
関
す
る
責
任
範
囲
の
明

確
化
な
ど
を
規
定
し
た
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
て
お
り
、

知
事
は
、
食
品
を
提
供
し
て

も
ら
え
る
可
能
性
の
あ
る
企

業
を
直
接
訪
問
し
、
こ
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
示
し
な
が
ら

理
解
を
求
め
る
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
加
え
、
商
工
会
議
所

や
商
工
会
、
食
品
衛
生
協
会

な
ど
食
品
関
連
企
業
が
加
入

食
品
ロ
ス
削
減
を
推
進
す
る
た
め
、

福
岡
県
議
会
２
月
定
例
会
（
２
月
26

日
～
３
月
28
日
）
の
本
会
議
で
フ
ー

ド
バ
ン
ク
活
動
の
普
及
・
促
進
を
提

案
し
ま
し
た
。
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動

は
「
食
品
企
業
の
製
造
工
程
で
発
生

す
る
規
格
外
品
な
ど
を
引
き
取
り
、

福
祉
施
設
等
へ
無
料
で
提
供
す
る
」

（
農
林
水
産
省
）
取
り
組
み
で
、
各

地
で
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

調
査
を
す
る
と
、
県
内
に
は
従
業

す
る
団
体
に
も
協
力
を
求
め
、

協
力
事
業
者
の
一
層
の
拡
大

を
図
る
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
食
品
関
連
企

業
か
ら
出
る
食
品
廃
棄
物
の

リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進
を
提
起

し
ま
し
た
。
２
～
３
月
に
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
受
け
入

れ
て
い
た
大
学
生
た
ち
の
関

心
が
契
機
と
な
り
、
県
内
の

現
場
を
視
察
し
、
リ
サ
イ
ク

ル
事
業
者
さ
ん
か
ら
実
情
を

教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が

質
問
に
生
き
ま
し
た
。

現
在
、
日
本
で
は
食
品
小

売
業
や
外
食
産
業
で
の
再
生

利
用
な
ど
の
実
施
率
が
低
迷

し
て
い
ま
す
。
こ
の
背
景
に

は
、
市
販
さ
れ
て
い
る
弁
当

や
飲
食
店
の
食
べ
残
し
な
ど

に
つ
い
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

コ
ス
ト
を
低
減
す
る
技
術
が

確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
再
生

利
用
そ
の
も
の
が
困
難
で
あ

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
こ
れ
ら
は
メ
タ
ン
化

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
熱
や
電

気
と
い
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

や
液
肥
に
な
り
、
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
価
値
は
十
分
に
あ
る

た
め
、
私
か
ら
「
県
リ
サ
イ

ク
ル
総
合
研
究
事
業
化
セ
ン

タ
ー
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
の

蓄
積
を
生
か
し
、
事
業
化
を

急
ぐ
必
要
が
あ
る
」
と
指
摘
。

知
事
も
こ
れ
に
応
じ
、
現
在

の
検
討
状
況
も
踏
ま
え
、
前

向
き
に
進
め
る
考
え
を
示
し

ま
し
た
。

く
ろ
あ
は
び
あ
さ
り
の
稚

貝
（
ち
が
ひ
）
手
渡
し
ぬ
漁

（
す
な
ど
）
る
人
の
上
思
ひ

つ
つ天

皇
陛
下
の
御
製
碑
の
除

幕
式
が
３
月
24
日
、
宗
像
市

の
鐘
崎
で
開
か
れ
、
農
林
水

産
委
員
と
し
て
出
席
し
ま
し

た
。
福
岡
県
は
筑
前
海
、
有

明
海
、
豊
前
海
の
三
つ
の
海

と
筑
後
川
な
ど
の
内
水
面
で

特
性
を
生
か
し
た
漁
業
が
営

ま
れ
、
昨
秋
、
全
国
豊
か
な

海
づ
く
り
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
大
会
で
は
天
皇
皇

后
両
陛
下
か
ら
漁
業
者
の

方
々
に
ク
ロ
ア
ワ
ビ
や
ア
サ

リ
な
ど
の
稚
魚
の
お
手
渡
し

が
あ
り
、
そ
の
お
心
を
詠
ま

れ
た
も
の
。
こ
れ
か
ら
も

「
豊
か
な
海
」
に
感
謝
し
、

次
世
代
に
つ
な
い
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

ﾒｰﾙ

＜田辺かずき事務所＞
〒811-3103  福岡県古賀市
中央 1-6-41-203

TEL   ： 092-692-8510

FAX   ： 092-410-7730

： challenge@
tanabe-kazuki.jp

田辺かずき

■ブログ

■facebook

■Twitter 

■ホームページ http://www.tanabe-kazuki.jp/

検索で

http://ameblo.jp/tanabe-kazuki/

http://www.facebook.com/kazuki.tanabe

@tanabe_kazuki アカウント→

田辺の政治活動を
連日発信中！

御
製
碑
の
除
幕
式

豊
か
な
海
へ

食品ロス削減を提案した一般質問
＝２０１８年３月７日、福岡県議会本会議



福岡とアジアの国際交流を推進 県内高校の活動を支援！

タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
都
議
会
の
皆
さ
ん
が
４

月
５
日
、
古
賀
市
の
県
立
玄
界
高
校
を
訪
問
。

全
国
レ
ベ
ル
で
活
躍
す
る
ホ
ッ
ケ
ー
部
の
練

習
を
視
察
し
、
生
徒
さ
ん
た
ち
と
交
流
し
ま

し
た
。

福
岡
県
議
会
と
バ
ン
コ
ク
都
議
会
は
友
好

提
携
を
締
結
し
、
青
少
年
育
成
や
経
済
、
環

境
な
ど
様
々
な
分
野
で
交
流
を
深
め
て
い
ま

す
。
今
回
は
そ
の
一
環
と
し
て
、
私
が
福
岡

県
タ
イ
友
好
議
員
連
盟
事
務
局
長
と
し
て
地

元
に
招
き
ま
し
た
。
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち

が
国
際
交
流
す
る
機
会
は
こ
れ
か
ら
重
要
性

を
増
す
た
め
、
こ
う
し
た
機
会
を
積
極
的
に

つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

◇

◇

さ
ら
に
、
訪
日
し
た
タ
イ
の
テ
ィ
ー
ラ
キ

ア
ッ
ト
教
育
大
臣
と
会
談
。
４
月
12
日
、
樋

口
明
議
長
ら
と
一
緒
に
私
も
タ
イ
議
連
事
務

局
長
と
し
て
歓
迎
し
ま
し
た
。
福
岡
県
へ
の

総
領
事
館
設
置
で
昨
年
協
力
を
求
め
た
経
緯

も
あ
り
、
設
置
実
現
に
深
く
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
し
た
。

歓
迎
宴
で
は
、
大
臣
か
ら
と
て
も
熱
心
に

日
本
と
福
岡
県
の
教
育
に
つ
い
て
ご
質
問
い

た
だ
き
ま
し
た
。
私
か
ら
は
子
ど
も
た
ち
が

主
体
的
・
能
動
的
に
と
も
に
学
び
合
う
こ
と

の
意
義
に
つ
い
て
、

「
学
び
の
共
同
体
」

の
先
進
事
例
も
示
し
な
が
ら
説
明
。
教
員
免

許
の
取
得
シ
ス
テ
ム
の
違
い
に
つ
い
て
も
伝

え
ま
し
た
。

福岡高にインドの高校生 Ｋａｗａｉｉ大使と交流も

古賀竟成館高校が県表彰！
古賀竟成館高校が福岡県から表彰されました。

全国的にも珍しい古賀市、福津市、新宮町の２

市１町による組合立の公立高校で、「地域とと

もにあり、子どもを育てる」という理念を実践

しています。学校全体でボランティア活動に取

り組み、部活動生を中心としたＪＲ古賀駅の清

掃活動や全国レベルで活躍するチアリーディン

グ部、軽音楽部、吹奏楽部の小学校行事や「ま

つり古賀」「食の祭典」などへの参加をはじめ

とする校外での積極的な活動は生徒の皆さんの

成長につながっており、本当に素晴らしいもの

です。

こうしたことから福岡県が青少年の健全育成

を目指して取り組む「アンビシャス運動」で優

れた功績が称えられました。私は同校の後援会

名誉顧問も務めさせていただいており、引き続

きしっかりと支援していきます。

福岡県はインドのデリー準州と２００７年に友好提携を締結し、環境や青少年交流

などを進めています。３月23日、母校の県立福岡高校にインドの高校生たちが来訪し、

交流を深めました。書道や茶道、弓道、百人一首、ＥＳＳの各部の生徒さんの協力で

日本文化を体験。とても楽しんでもらいました。初めての書道なのに見事な筆さばき

で驚きました。

また、タイ、ベトナム、台湾、中国から来た10代、20代の女性たち 「Ｋａｗａ

ｉｉ大使」の皆さんと交流しました。「Ｋａｗａｉｉ大使」は福岡県とアジアの若者

文化の交流促進を図る「アジアンビート」の取り組みの一環で、彼女たちが福岡の観

光名所や食の魅力、ファッションブランドをインターネットや雑誌を通じて各国に発

信してくれています。都道府県としてこうした事業を展開しているのはとても珍しい

ものです。

私はタイ議連事務局長として参加。タイは総領事館の福岡設置が今年決まり、ます

ます交流が深まっていきます。タイの皆さんにどんどん福岡の魅力を発信してもらい

たいですね。なお、彼女たちは福岡アジアコレクションにも出演しました。

大
臣
の
話
か
ら
、
タ
イ
が
未
来
を
見

据
え
て
推
進
す
る
経
済
政
策
「
東
部
経

済
回
廊
（
Ｅ
Ｅ
Ｃ
）
」
に
関
連
し
て
工

業
系
教
育
に
と
て
も
力
を
入
れ
て
い
る

こ
と
、
高
等
教
育
の
底
上
げ
を
目
指
し

て
い
る
こ
と
が
よ
く
理
解
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
両
国
の
子
ど
も
た
ち
の
交
流
を

促
進
す
る
こ
と
で
も
思
い
を
共
有
で
き

ま
し
た
。
こ
の
有
意
義
な
会
談
を
こ
れ

か
ら
の
福
岡
県
と
タ
イ
と
の
交
流
深
化

に
し
っ
か
り
と
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

昨年の「食の祭典」で有田校長先生や生徒さんたちと一緒に

福岡高校の書道部がインドの高校生に書道を伝授 国際関係議連の役員でアジア各国の
「Ｋａｗａｉｉ大使」を囲んで＝県議会棟で

ブログやフェイスブックなどによる連日の情報発信に加
え、紙ベースの報告書（１～２カ月に１回のペースで発行
）で活動をお伝えしており、ご希望の方には郵送させてい
ただいています。事務所（０９２－６９２－８５１０）までご連
絡ください。

【対話集会を開催】 【県政報告書の発送】

私の政治活動は県民の皆さんの「声」があってこそ。
各地の公民館で対話集会を開催しており、ご連絡をい
ただければサークル活動などにも足を運び、活動報告と
意見交換をさせていただいています。事務所（０９２－６
９２－８５１０）まで。

田辺かずき事務所からのおしらせ

＜田辺かずき プロフィール＞
1980年 5月16日生まれ
1987年 暁の星幼稚園 卒園
1993年 花鶴小学校 卒業
1996年 古賀中学校 卒業
1999年 福岡県立福岡高校 卒業（高51回）
2003年 慶應義塾大学法学部法律学科 卒業

毎日新聞社 入社、福井支局 配属
2006年 大阪本社社会部 配属
2011年 福岡県議会議員 初当選

厚生労働環境委員会（～13年）
国際交流推進対策調査特別委員会（～13年）

2013年 新社会推進商工委員会（～15年）
防災及びエネルギー・水安定供給調査特別委員会
（～15年)

2015年 福岡県議会議員 2期目当選
広域行政推進対策調査特別委員会・副委員長（～17年）

【所属】福岡県議会・農林水産委員会
同・スポーツ振興・国際交流推進調査特別委員会
同・タイ友好議員連盟事務局長
同・スポーツ議員連盟幹事

民進党全国青年委員長
民進党【衆議院】福岡県第４区総支部代表代行
福中・福高同窓会顧問
古賀竟成館高校後援会名誉顧問

【家族】会社員の妻、11歳の長男、7歳の長女
古賀東小学校PTCA前会長（PTCA＝PTA＋地域のC）

玄界高校ホッケー部の練習をバンコク都議の皆さんが
視察し、強い関心を持っていた

タイの教育大臣（写真右）と会談。
挨拶する樋口明議長の左が田辺


